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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

１
月
22
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

30
人

講
師　

大
澤
直
之
氏
（
第
一
生
命
教
育
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

医
科
・
歯
科
共
済
セ
ミ
ナ
ー

相
続
税
改
正
と
生
前
贈
与
の
活
用

日
時　

１
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

東
大
阪
市
民
会
館
４
階
第
１
会
議
室
（
近
鉄
奈
良
線

・
Ｊ
Ｒ
お
お
さ
か
東
線
「
河
内
永
和
」
駅
下
車
す
ぐ
）

講
師　

本
田
俊
一
氏
（
東
大
阪
市
開
業
）　
　

定
員　

30
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区

口
臭
と
口
臭
症

日
時　

１
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

会
費　

会
員
無
料

持
参
物　

 

『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
テ
キ
ス
ト
』

２
０
１
３
年
８
月
版

※
参
加
は
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
会
員
本
人
に
限
る

新
規
開
業
医
講
習
会
〈
新
規
個
別
指
導
対
策
編
〉

日
時　

１
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

長
尾
徹
氏
（
岡
崎
市
民
病
院
歯
科
口
腔
外
科
統
括
部

長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

１
月
度
生
涯
研
修

歯
科
・
口
腔
領
域
に
か
か
わ
る
外
傷
事
例
と
診
断
・

治
療
の
ポ
イ
ン
ト

日
時　

１
月
31
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

と
み
も
と
歯
科
（
大
阪
市
港
区
）

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円

定
員　

16
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

※
申
込
者
に
は
、
開
催
要
項
と
正
式
申
込
書
な
ど
を
後
日
Ｆ

Ａ
Ｘ
し
ま
す
。「
モ
リ
タ
」
の
バ
キ
ュ
ー
ム
を
使
用

「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ
ッ

ク
」基
礎
編

日
時　

２
月
１
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

 

会
員
院
所
歯
科
衛
生
士
５
千
円
。『
正
確
な
シ
ャ
ー

プ
ニ
ン
グ
安
全
な
ス
ケ
ー
ラ
ー
操
作
』（
定
価
３
、

９
９
６
円
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
ま
す
の

で
、
院
所
で
一
冊
購
入
を
検
討
く
だ
さ
い

定
員　

15
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

持
参
物　

 

顎
模
型
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
テ
ス
タ
ー
、
シ
ャ
ー
プ

ニ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
、
グ
レ
ー
シ
ー
ス
ケ
ー
ラ
ー

※
申
込
者
に
は
、
開
催
要
項
と
正
式
申
込
書
な
ど
を
後
日
Ｆ

Ａ
Ｘ
し
ま
す

「
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」よ
り
よ
い
ス
ケ
ー
リ

ン
グ
の
た
め
に

　

神
奈
川
県
内
の
記
者
会
見

場
で
昨
年
10
月
、「
憲
法
９

条
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
」

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は

緊
張
の
面
持
ち
で
発
表
を
待

っ
て
い
た
。

　

平
和
賞
が
パ
キ
ス
タ
ン
の

マ
ラ
ラ
さ
ん
ら
に
決
ま
る

と
、
一
番
に
拍
手
を
送
っ
た

の
が
発
案
者
の
鷹
巣
直
美
さ

ん
だ
っ
た
。

　

「
９
条
に
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
」
署
名
を
本
格
的
に
始
め

て
約
１
年
で
44
万
筆
超
を
集

め
、
平
和
賞
候
補
に
ま
で
一

気
に
駆
け
上
が
っ
た
。
発
表

後
の
会
見
で
鷹
巣
さ
ん
は
、

「
も
し
戦
争
に
な
っ
た
時
に

後
悔
し
な
い
よ
う
に
と
始
め

た
取
り
組
み
が
こ
ん
な
大
き

な
も
の
に
な
る
と
は
思
っ
て

も
い
な
か
っ
た
」
と
驚
き
な

が
ら
も
、「
署
名
は
皆
の
平

和
へ
の
願
い
が
集
ま
っ
た
結

果
で
す
」
と
話
し
、
真
っ
す

ぐ
に
前
を
見
つ
め
た
。

ネ
ッ
ト
で
呼
び
か
け

ネ
ッ
ト
で
呼
び
か
け

　

「
戦
後
70
年
に
わ
た
っ
て

戦
争
を
さ
せ
な
か
っ
た
９
条

に
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
資
格
が

ん
は
、
鷹
巣
さ
ん
の
話
を
聞

き
、「
す
ご
い
ア
イ
デ
ア
だ

な
」
と
感
心
し
た
。

　

自
身
は
戦
時
中
、
疎
開
先

で
草
刈
り
中
に
戦
闘
機
の
機

銃
掃
射
に
襲
わ
れ
た
経
験
を

持
つ
。
幸
い
負
傷
し
な
か
っ

た
が
、
そ
の
恐
怖
は
今
も
鮮

明
に
覚
え
て
い
る
。「
９
条

が
壊
さ
れ
る
と
、
ま
た
戦
争

す
る
日
本
に
な
っ
て
し
ま

う
。
９
条
を
活
か
す
運
動
を

し
な
け
れ
ば
」
と
署
名
活
動

に
奔
走
し
た
。

閣
議
で
状
況
が
一
変

閣
議
で
状
況
が
一
変

　

そ
ん
な
最
中
の
７
月
１

日
、
実
行
委
を
取
り
巻
く
雰

囲
気
が
一
変
す
る
出
来
事
が

起
こ
る
。
安
倍
内
閣
の
憲
法

解
釈
の
変
更
に
よ
る
集
団
的

自
衛
権
の
閣
議
決
定
だ
。
そ

れ
ま
で
11
万
筆
だ
っ
た
署
名

は
閣
議
決
定
の
直
後
か
ら
急

増
し
、
10
月
に
は
44
万
筆
に

達
し
た
。

　

署
名
に
は
「
安
倍
首
相
の

暴
走
に
心
を
痛
め
て
い
る
。

何
と
か
し
た
い
」「
ノ
ー
ベ

ル
賞
と
は
素
晴
ら
し
い
発

想
。
平
和
憲
法
を
絶
対
守
ろ

う
」
な
ど
の
言
葉
が
添
え
ら

れ
、
一
筆
一
筆
に
「
戦
争
の

で
き
る
国
に
戻
し
て
は
な
ら

な
い
」「
世
界
中
か
ら
戦
争

を
な
く
し
た
い
」
と
の
強
い

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

憲
法
に
光
を
当
て
て

憲
法
に
光
を
当
て
て

　

昨
年
は
受
賞
に
至
ら
な
か

っ
た
が
、
実
行
委
は
「
今
年

が
本
番
」
と
意
気
込
む
。
１

０
０
万
筆
を
目
標
に
し
、
平

和
賞
を
受
賞
す
る
ま
で
活
動

は
続
く
。

　

星
野
さ
ん
は
言
う
。「
こ

の
取
り
組
み
の
最
終
目
的
は

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
平
和
賞
を
通
し
て

憲
法
に
光
を
当
て
、
世
界
中

の
人
に
９
条
の
意
義
を
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
命
を
守
り
育
て
る
こ
と

が
ど
ん
な
に
大
切
か
。
９
条

を
読
み
直
し
、
噛
み
締
め
て

も
ら
い
た
い
」

　

戦
後
70
年
、
非
戦
の
歩
み

を
脅
か
す
動
き
が
顕
著
に
な

る
な
か
、
平
和
憲
法
の
輝
き

が
い
っ
そ
う
増
し
て
い
る
。

◆

　

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
推
薦

締
め
切
り
は
２
月
１
日
。
推

薦
人
や
賛
同
署
名
が
多
い
ほ

ど
委
員
会
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に

な
る
と
い
う
。
詳
し
く
は
、

実
行
委
員
会
の
署
名
サ
イ
ト

ま
で
。

http://nobel-peace-prize-
for-article-9.blogspot.jp/

あ
る
」
―
―
。
２
０
１
２
年

の
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
平

和
賞
受
賞
を
見
て
ひ
ら
め
い

た
鷹
巣
さ
ん
は
、
子
育
て
を

し
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
呼
び
か
け
を
開
始
。
ノ
ー

ベ
ル
委
員
会
に
署
名
を
送

り
、
要
請
を
重
ね
た
。

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
授
与
は
人

物
か
団
体
に
限
ら
れ
、
憲
法

は
受
賞
で
き
な
い
こ
と
を
知

る
と
、
思
案
の
末
に
対
象
を

「
憲
法
９
条
を
保
持
す
る
日

本
国
民
」
に
改
め
て
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
続
け
た
。

　

心
無
い
誹
謗
・
中
傷
の
メ

ー
ル
に
悩
ま
さ
れ
る
一
方

で
、
次
々
と
賛
同
者
が
現
れ

た
。

　

地
元
の
「
９
条
の
会
」
な

ど
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
有

志
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
13

年
８
月
に
発
足
。
署
名
と
共

に
大
学
教
授
な
ど
の
推
薦
人

も
集
ま
り
、
14
年
４
月
に
ノ

ー
ベ
ル
委
員
会
が
正
式
に
受

理
し
た
。

　

共
同
代
表
の
星
野
恒
雄
さ

１ 

．
日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を

基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に

希
求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争

と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力

の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す

る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ

を
放
棄
す
る
。

２ 

．
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、

陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ

れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権

は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。

　

戦
後
70
年
を
迎
え
、
戦
争
放
棄
を
定
め
た
憲
法
９
条
が
世
界
か
ら
脚
光
を
浴
び
て
い

る
。
き
っ
か
け
は
、
神
奈
川
県
の
女
性
が
一
人
で
始
め
た
「
９
条
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
」
と
い
う
取
り
組
み
だ
。
安
倍
内
閣
の
解
釈
改
憲
で
戦
争
へ
の
参
加
が
現
実
味
を
帯
び

る
な
か
、
瞬
く
間
に
共
感
の
輪
が
広
が
り
、
平
和
賞
候
補
に
急
浮
上
。
昨
年
の
受
賞
は
逃

し
た
が
、
９
条
が
掲
げ
る
非
戦
の
誓
い
は
世
界
中
に
響
き
、
今
期
の
有
力
候
補
と
し
て
注

目
を
集
め
て
い
る
。

「ノーベル平和賞で憲
法に光を当てたい」と
語る星野恒雄さん
（「憲法９条にノーベ
ル平和賞を」実行委員
会共同代表）

ノーベル平和賞の主な受賞者　　　

1974年 佐藤栄作 非核三原則に基
づく外交

88年 国連平和維持
軍

世界各地の紛争
の収拾や平和に
貢献

89年 ダライ・ラマ
14世

非暴力によるチ
ベット問題の解
決を呼びかける

91年 アウンサンス
ーチー

非暴力によるミ
ャンマーの民主
化、人権保障を
めざす

93年 ネルソン・マ
ンデラ

南アフリカの人
種隔離政策を撤
廃

99年 国境なき医師
団

先駆的な人道援
助活動

2009年 バラク・オバ
マ

核なき世界をめ
ざす理念と行動

13年 化学兵器禁止
機関

化学兵器の廃棄
や拡散防止に貢
献

14年 マララ・ユス
フザイ

女子・子ども教
育の権利保障を
求める行動

日
本
国
憲
法
第
９
条

戦後戦後
7070年　年　特集特集


